
（３）国土交通省及び都内自治体の取組状況



• 流域治水の推進

・ 雨水貯留・浸透の推進

• 緑化による吸収源対策
• 建築物の木材利用推進

• 環境教育の推進

• 多自然型川づくり
• グリーンインフラコミュニティの醸成

１．国土交通省の取組状況

■ グリーンインフラ推進戦略（令和5年9月）

• 平成27年度に閣議決定した国土形成計画において、生物多様性や自然環境保全・活用・再生の取組として、グリー
ンインフラの推進を初めて政策的に位置づけ。

• グリーンインフラの特徴や位置づけ、活用を推進すべき場面や推進のための方策を整理した「グリーンインフラ推
進戦略」を令和元年にとりまとめ、令和5年度に改訂版である「グリーンインフラ推進戦略2023」を策定。

グリーンインフラの目指す姿「自然と共生する社会」

• 景観・歴史まちづくりの推進

• 観光資源の保全、持続可能な観
光の推進

• カーボン・クレジットの活用

「グリーンインフラ推進戦略2023」の概要（国土交通省の資料をもとに加工）

【安全・安心】 【 まち 】 【 ひと 】 【 しごと  】

• 居心地が良く歩きたくなるまちづくり

・自然豊かな都市空間づくり

• 住宅や道路空間の緑化推進



２．都内自治体の取組状況（※一部自治体のみ記載）

整備事例紹介
（シモキタ雨庭広場）

■ 世田谷区

《各種政策・計画でGIを推進》

• みどりの基本計画（自然環境、防災、遊びの場、健康増進等）

• 豪雨対策行動計画（流域対策強化の方策としてGIを推進・促進）

• 環境基本計画（防災・減災の分野で特にGIを多く取り上げ）

■ 墨田区

《各種政策・計画でGIを推進》

• 第二次すみだ環境の共創プラン（雨水利活用の方策として推進）

• 第二次緑の基本計画（多様な機能による地域課題解決や魅力ある
都市づくりを進めるために活用を促進する考え方を示す）

《雨水対策にいち早く取り組む》

• 雨水タンク設置助成制度

• 条例・要綱等に基づく雨水貯留・利用の指導

• 公共施設での雨水利用施設の導入

• 雨水ネットワーク会議の設立

■ 豊島区
立教通りの整備にあたり、豊富な緑と歴史的建造物が調和する「景観性」
と、道路が環境負荷を低減する「環境性」を取り入れた「環境モデル路
線」としてGIを取り入れた整備を推進。

《多様な方法で普及・啓発に取組む》

• 公式YouTubeによる動画配信（事例紹介、制度紹介等）

• GI学校の開催（雨庭づくりの演習）

• GIライブラリーの作成（区内の事例紹介）

• せたがやGIガイドラインの作成（効果の見える化、事例、助成制度）

豪雨対策効果の見える化

路地尊 国技館に雨水利用施設導入
雨水ネットワーク
全国大会2024開催

■ 千代田区

ヒートアイランド対策助成の中で、レインガーデンを助成対象に。

※世田谷区HPより引用

※千代田区HPより引用

※墨田区HPより引用

※豊島区HPより引用
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